
                                                                                                

 

                                                                                                                                     

 

  

 

 

早い
はや

もので、卒業
そつぎょう

・修了
しゅうりょう

の月
つき

を迎えます
むか

。この一年間
いちねんかん

の活動
かつどう

を通して
とお

、心身ともに
しんしん

たく

ましさ溢れる
あふ

姿
すがた

が多く
おお

みられることは、保護者
ほごしゃ

・地域
ちいき

の皆様
みなさま

との共有
きょうゆう

の成果
せいか

でもあります。

心
こころ

より感謝申し上げます
かんしゃもう    あ

。 

 日本
 にほん

を代表
だいひょう

する竹
たけ

は、雪
ゆき

の重み
おも

や強い
つよ

風雨
ふうう

にも耐え
た

、他
ほか

の木々
きぎ

にはない、たくさんの節目
ふしめ

をもって空
そら

に
 

向かって
 む

真っすぐ
 ま

に成長
せいちょう

します。わずかな風
かぜ

を竹
たけ

全体
ぜんたい

で受け止める
う   と

しなやかさ

とともに、何百キロ
なにひゃく

にも及ぶ
およ

力
ちから

を反り返って
 そ   かえ

跳ね返す
 は   かえ

力強さ
ちからづよ

をもっています。そのたくまし

さの秘密
 ひみつ

は、軽さ
かる

と強さ
つよ

を併せ持つ
あわ  も

規則正しい
 きそくただ

間隔
かんかく

の節目
ふしめ

にあるとされます。そのような力
ちから

をもつ竹
たけ

は、種
たね

から発芽
 はつが

するまでに４年
  ねん

以上
いじょう

もかかり、その間
あいだ

に地下
ちか

で一年間
いちねんかん

に７～８メー

トルもの根
 ね

を張って
 は

、地上
ちじょう

の竹
たけ

を支える
ささ

準備
じゅんび

をすると言われます
 い

。やがて芽
 め

を出した
 だ

竹
たけ

は、節目
ふ し め

ごとに成長点
せいちょうてん

をもつことで、一日
いちにち

に８０～１００センチメートル成長
せいちょう

し、２か月弱
     げつじゃく

で２０

メートルにもなります。竹
たけ

の目
め

に見える
 み

成長
せいちょう

の姿
すがた

とともに、目
 め

には見えない
 み

支える
ささ

力
ちから

のバ

ランスは、私たち
わたし

人間
にんげん

の生き方
 い   かた

に大きな
おお

ヒントを与えて
あた

くれます。 

 節
ふし

をつくり、外
そと

からの多く
おお

の力
ちから

をしなやかに、力強く
ちからづよ

受け止め
 う   と

成長
せいちょう

する姿
すがた

は、子ども
 こ

た

ちが目標
もくひょう

に向かって
 む

頑張ろう
がん ば

と一
いっ

生けん
しょう

命
めい

に取り組む
 と   く

姿
すがた

と重なります
かさ

。まっすぐな心
こころ

をも

って、たくましく育って
そだ

ほしいと願う
ねが

のは、誰
だれ

もが望む
のぞ

子ども
 こ

の姿
すがた

です。しかし、現実
げんじつ

は、

人間
にんげん

関係
かんけい

をはじめさまざまな困難
こんなん

が次々
つぎつぎ

と降りかかる
 ふ

ことが多い
おお

です。それだけに、それぞれ

の成長
せいちょう

の節目
 ふしめ

においてめあてをもって進み
すす

、振り返る
 ふ   かえ

ことが大切
たいせつ

だと考えます
かんが

。その積み重ね
つ   かさ

が、しなやかと力強さ
ちからづよさ

のもととなる節
ふし

を築き
きず

、これから出会う
で あ

さまざまな困難
こんなん

に打ち勝つ
 う   か

知恵
ち え

や力
ちから

の 源
みなもと

となることでしょう 
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比奈知小学校 校長室だより すべての子どもが、 

「おはよう」から「さようなら」まで、

安心して学べる比奈知小学校に 

節目
 ふしめ

を生かす
 い

 
 

  

この度
たび

は、予告
  よこく

なしで避難
 ひなん

訓練
くんれん

を業間
ぎょうかん

に行いました
おこな

。普段
 ふだん

より、地震
  じしん

発生
はっせい

時
 じ

に自ら
みずか

の命
いのち

を守る
まも

ためにはどうすれば

よいかを考え
かんが

行動
 こうどう

する力
ちから

を育てて
そだ

いきたいと思い
おも

ます。 

 

 

六送会
 ろくそうかい

に向けて
 む

 

頑張って
 がんば

います。 

感謝
 かんしゃ

の気持ち
 き も

を    

込めて
 こ

・・・ 

運営
うんえい

委員会
いいんかい

児童
じどう

12名
めい

が、２月
    がつ

５日
いつか

（月
げつ

）に、民生
みんせい

委員
いいん

の方
かた

と「比奈
ひ な

知
ち

小
しょう

・地域
ちいき

のいいところ」「地域
ちいき

の方
かた

にしてもらいたいこと」「学校
がっこう

・

地域
ちいき

で、自分
じぶん

たちがこれからしていくこと」をテーマに、グループに

分かれて
 わ

委員
 いいん

の方々
かたがた

と懇談
こんだん

の場
ば

をもちました。【世代間
せだいかん

交流
こうりゅう

】      

今後
こんご

、自分
じぶん

たちの住む
 す

地域
 ちいき

を、子ども
 こ

たちが好き
 す

になり、学校
がっこう

や地域
 ちいき

のよさを子ども
 こ

たち自身
 じしん

が発信
はっしん

することをめざして取り組んで
と      く

いきた

いと考えます
かんが

。 

 

 

  

世
代
間

せ
だ
い
か
ん

交
流

こ
う
り
ゅ
う 



今年度
こんねんど

は、体育館
たいいくかん

を発表
はっぴょう

会場
かいじょう

として、一堂
いちどう

に会して
かい

行い
おこな

ます。そして、発表
はっぴょう

する学年
がくねん

が順番
じゅんばん

に、

お世話
   せわ

になった六年生
ろくねんせい

に感謝
かんしゃ

の気持ち
き も

をこめて発表
はっぴょう

します。また、私たち
わたし

もこんなに成長
せいちょう

したという

自信
 じしん

あふれる姿
すがた

も一緒
いっしょ

に見せて
 み

くれるのではないかと、明日
 あす

を楽しみ
たの

にしています。 

 

 

 

「六年生
ろくねんせい

を送る
おく

会
かい

」は、在校生
ざいこうせい

は、卒業
そつぎょう

を

前
まえ

にした六年生
ろくねんせい

に対して
たい

感謝
かんしゃ

の気持ち
 き  も

を

伝える
つた

とともに、六年生
ろくねんせい

を温かく
あたた

送ろう
おく

という

気持ち
 き  も 

をもつこと、六年生
ろくねんせい

は、小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

を

振り返ったり
 ふ   かえ

、様々
さまざま

な人
ひと

に感謝
かんしゃ

したりするとと

もに、比奈
 ひ な

知
ち

小学校
しょうがっこう

での楽しい
たの

思い出づくり
おも    で

をすること、五年生
 ごねんせい

は、企画
 きかく

・運営
うんえい

を行う
おこな

こと

で 、最
さい

高学年
こうがくねん

になる自覚
 じかく

と協力
きょうりょく

などの

実践的
じっせんてき

な態度
たいど

や連帯感
れんたいかん

を養う
やしな

ことがそれぞ

れのねらいです。 

本日
ほんじつ

までの準備
じゅんび

にあたり、五年生
ごねんせい

が中心
ちゅうしん

に

なり、「六年生
ろくねんせい

を送る
おく

会
かい

」を企画
 きかく

・運営
うんえい

することで

最
さい

高学年
こう がくねん

になる自覚
 じかく

と責任
せきにん

を感じ取って
かん   と

くれる

ことを期待
 きたい

しています。全校
ぜんこう

児童
 じどう

で創り上げる
つく     あ

「六年生
 ろくねんせい

を送る
おく

会
かい

」の時間
 じかん

は、学校
がっこう

全体
ぜんたい

があた

たかい雰囲気
 ふんいき

に包まれることと思います
おも

。 

～ 六年生
ろくねんせい

の保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

へ ～ 

小学校
しょうがっこう

入学
にゅうがく

してから早
は

や六か年
ろく  ねん

が過ぎよう
 す

としています。入学
にゅうがく

した当時
 とうじ

の子ども
 こ

たちの様子
 ようす

を振り返って
 ふ  かえ

みると、期待
 きたい

と不安
 ふあん

が入り混じった
 い     ま

気持ち
 きも

ではなかったでし

ょうか？そんなお子
   こ

様
さま

がもうすぐ卒業
そつぎょう

するという 喜び
よろこ

もひとしおのことと

思います
おも

。ぜひ、参観
さんかん

していただき、お子
こ

様
さま

の成長
せいちょう

を見て
 み

いただきたいと思います
おも

。 

 

 

「最高
さいこう

の思い出
おも     で

に残る
のこ

会
かい

に 

～あこがれの６年生
  ねんせい

へ 

感謝
かんしゃ

の気持ち
 き  も  

を伝えよう
つた

～」 

通学
つうがく

班
はん

や委員会
いいんかい

、クラブ活動
かつどう

など

で、中心
ちゅうしん

になって動いて
うご

くれていた姿
すがた

や、1年生
ねんせい

の掃除
 そうじ

や給食
きゅうしょく

の配膳
はいぜん

を

手伝う
 て つだ

など、たくさんの場面
ばめん

で6年生
ねんせい

はみんなを支えて
ささ

くれました。そんな

6年生
ねんせい

に向けて
 む

、1年生
ねんせい

から 5年生
ねんせい

が

力
ちから

を合わせて
あわ

感謝
かんしゃ

の気持ち
 き  も

を伝え
つた

ら

れる会
かい

にしたいと思って
おも

います。     

また、今年
  ことし

の送る
おく

会
かい

では、昨年
さくねん

とは

違って
ちが

、 １年生
   ねんせい

か ら ６年生
  ねんせい

全員
ぜんいん

が

体育館
たいいくかん

に集
あつ

まることができるので、６

年生
ねんせい

にとって最高
さいこう

の思い出
おも     で

に残る
のこ

会
かい

にしたいという気持ち
 き  も

も込められて
こ

い

ます。 

みんなで力
ちから

を合わせて
 あ

すてきな 

6年生
ねんせい

を送る
おくる

会
かい

にしましょう。 

(５年生
   ねんせい

実行
じっこう

委員会
いいんかい

より) 
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